
平成１６年８月教育委員会定例会会議録 

 
報告事項 
報 第１２号 公益法人の解散及び残余財産の処分許可について 
 
        潰滝総務課長から、社団法人橘会が、同地区内に地方自治法第

２６０条の２に基づく地縁的な団体「橘本区」が下津町から認可

されたことにより、同一地区で類似の目的及び事業を行う組織が

他にあり、２つが重なっていることに伴い、厳しい経済情勢のな

かでは非効率的等であるとの理由により「橘本区」に事業を移行

するため解散した旨の報告があり、報告のとおり承認した。 
 
報 第１3 号 平成１７年度和歌山県立学校管理職候補者選考実施要項につい

て 
 
        板橋県立学校課長から、受検資格が管理職としてふさわしい人

物で一定の年齢以上一定の経験を有するもののうち、従来の学校

長の推薦によるほか自己推薦による出願方式を加えたとの説明が

あり、報告のとおり承認した。 
 
報 第１４号 平成１７年度和歌山県立中学校入学者募集要項について 
 
        県立学校課長から、検査日を変更した以外は昨年と同様である

との説明があった。委員から私立学校との関係についてはどうか

との質問があり、課長からは、総務学事課を通じて関係学校に周

知しているとの回答があり、報告のとおり承認した。 
 
報 第１５号 教職員の処分について 
 
        山路小中学校課長から、中学校教諭及び小学校教諭を処分した

旨の説明があり、報告のとおり承認した。 
 
 
 



付議事項 
議案第 ９号 和歌山県社会教育委員の委嘱（案）について 
 
        一山生涯学習課長から、今期は「今後の社会教育行政の在り方」

をテーマに審議するため、新たな委員を委嘱したい旨の説明があ

った。委員からは再任者なしとなっていることについての質問が

あり、課長からはテーマに応じた人選を行った結果そうなったと

の回答があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第１０号 和歌山県修学奨励金貸与条例の一部改正（案）について 
 
        生涯学習課長から日本育英会が解散し、その事務が平成１７年

４月から県に移管されるのに伴い、現在実施している「修学奨励

金事業」において、盲・ろう・養護学校の高等部等の生徒にも貸

与出来るよう改正したい旨の説明があった。委員からは統合によ

り貸与金額等の変更があるのかとの質問があり、課長からは日本

育英会の場合は、成績条項があったが、改正案は成績基準をはず

し経済状況の厳しい者から優先的に貸与する。貸与金額について

は、変更はないとの回答があった。また、委員から県により格差

が出るのかとの質問があり、課長から、貸与金額については格差

はないものの、貸与条件については県により違いが生じるとの回

答があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第１１号 平成１７年度和歌山県立高等学校入学者選抜実施要項（案）に

ついて 
 
        県立学校課長から、平成１７年度県立高等学校入学者選抜にお

いて全日制４分校で全国募集を実施し、県外からの応募を認める

こと、普通科で募集定員を区分したコースを設置した高等学校に

おいて推薦枠を別途定めること、南紀高等学校看護科の一般入試

において面接を実施することの３点を改正したい旨の説明があっ

た。委員から全国募集実施の情報提供について質問があり、課長

から全国の教育委員会に実施要項を送付するとの回答があった。

また、委員から他府県からの生徒は県内の生徒と授業料は同額で

あるのかとの質問があり、課長から検討した結果県内の生徒と同

額にしたとの回答があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 



議案第１２号 県立高等学校再編整備計画（案）について 
 
        総務課長から、第４期きのくに教育協議会の報告に基づき、魅

力的な高等学校づくりを進め、一人ひとりの生徒の力を伸ばす教

育を推進する観点から、高等学校の統合や再編、中高一貫教育校

の設置、多部制定時制高校の設置等を内容とする県立高等学校再

編整備計画について説明があった。内容としては、平成１７年度

には、海南高等学校と大成高等学校の統合・再編、平成１８年度

には熊野高等学校・南紀高等学校・南紀高等学校周参見分校の統

合・再編及び新宮高等学校・新宮商業高等学校の統合・再編、平

成１９年度には串本高等学校と古座高等学校の統合・再編及び和

歌山工業高等学校と和歌山第二工業高等学校の統合・再編を行い、

中高一貫教育校に関しては、平成１８年度に西牟婁及び東牟婁地

方に併設型中高一貫教育校、平成１９年度に和歌山市及び伊都地

方に併設型中高一貫教育校、平成２０年度に日高地方に併設型中

高一貫教育校または中等教育学校を設置する計画であるとの説明

があった。今後の予定として、８月２６日から９月２３日までパ

ブリックコメントを実施して意見を集約し、関係機関と調整を行

いながら決定していく予定であるとの説明があった。 
 
        委員からは、克服すべき課題が出てくると思うが、再編計画の

実施に向けて努力してほしいとの意見や市町村教育委員会と充分

連携しながら実施するようにとの意見があり、審議の結果、（案）

を広く県民の意見を聞くことで決定した。 
 
議案第１３号 平成１７年春の叙勲候補者（初等中等教育局関係）の推薦（案）

について 
 
        総務課長から教育功労者として元小学校長４名、元中学校長１

名、元高等学校長 2 名の計 7 名について推薦したい旨の説明があ

り、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第１４号 平成１７年春の叙勲候補者（学校保健関係）の推薦について 
 
        山本健康体育課長から、学校眼科医１名について推薦したい旨

の説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 



議案第１５号 平成１６年度地方教育行政功労者表彰被表彰候補者の推薦（案）

について 
 
        総務課長から、教育行政に功労のあった市町村教育委員会教育

長１名、委員長２名と県教育委員会委員１名を推薦したい旨の説

明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第１６号 平成１６年度教育者表彰（文部科学大臣表彰）の被表彰候補者

の推薦(案)について 
 
        総務課長から、小・中・高それぞれ１名を推薦したい旨の説明

があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 


